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電池管シリーズ３ 橋本　晃
「チェックメイトキング２こちらホワイトロック」

甦るコンバット無線機　ＢＣ－611

７０年前のトランシーバＢＣ６１１レストア完成しました

主な特徴
周波数は３～６ＭＨｚの送受水晶１ｃｈ固定ＡＭ方式
受信部は電池管５球の高１中１、送信部は１４回路２接点のスライドＳＷで受信回路を
送信回路に切替える。
電源はＡ１．５ｖ　Ｂ１０３Ｖでロッドアンテナを伸ばすと電源ｏｎ
通達距離は１マイルほどです。

第二次世界大戦中に小隊で使用された近距離連絡用の無線機だそうです
戦後に日本でも警察や警察予備隊でも使用され、国産のＪＢＣ６１１も製作されたそうです。

レストア内容

周波数を７１９５ＫＨｚに変更

アンテナコイルとタンクコイルを７ＭＨＺ用に自作する
水晶は　　７１９５ＫＨＺと７６５０ＫＨｚはサトー電気で購入

コンデンサー、抵抗はほとんど取替（Ｃは絶縁低下、Ｒは抵抗値が２－３割高い）
電源ｓｗ接触不良のため取替、送受切り換えｓｗの破損接点もリレー接点を利用して修復

Ｂ電池は１０５ＶのためＤＣＤCコンバータを製作（単１乾電池３個４，５Ｖで１０５Ｖ出力）
外部アンテナターミナルを製作して固定アンテナを接続可能とした。
（ターミナル出力は２０ｍＷ程度でした、）

テスト結果
３月Ⅰ日１６時ごろＪＡ３OMK中田ＯＭが５９＋＋で聞こえていたので
試しに呼ぶこと数回、雑音の中なんとか受信していただきました、中田ＯＭの耳の良さに感謝
その後７Ｌ１ＥＴＳ大久保ＯＭよりこちらも受信できていたとのレポートいただく）

１９４５年の表示

１９４５年製　ＢＣ６１１

電池管5球の内部



右３８８５ＫＨＺ用オリジナル部品

左７１９５ＫＨＺ用送受水晶と自作したＡＮＴコイルとタンクコイル

Ｃ・Ｒ類の取替と14回路２接点スライドＳＷ部 スライドＳＷ修復（リレー接点利用）

自作ＤＣ－ＤＣコンバータ
（単１電池３個　４，５Ｖで１０５Ｖ出力） 外部アンテナターミナル装着と内部




